
自然栽培を中心とする地方創生プログラム

～世界農業遺産 能登の里山里海～
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「のと里山農業塾」を通じた農泊の取り組み



はくい（羽咋）の農・食・文化

◆自然栽培の聖地化を目指した「はくい」

◆2011年６月、日本で初めて世界農業遺産に認定

◆美しい風景とたくさんの生きもの。能登の里山

での暮らしそのものに魅力

◆移住者や新規就農者の増大、市内小中学校・保育

園の学校給食での自然栽培食材の利用。

羽咋市とＪＡはくいの「サステナブル地域共創」

モデルへの取組みが続いてきました
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はくい式自然栽培

◆生物と人の力を活用し、自然と調和する栽培

◆農薬、除草剤、肥料を使用しないで、遠い先祖の代

から受け継がれてきた自然と農の一体感の中で、

農地を守っていきます
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羽咋の人口

19,975人

ＵＦＯのまち

宇宙科学博物館

コスモアイル

昔昔、

３匹のイヌが

怪鳥の羽を

食い破り

「羽を喰う」

→「羽咋」

のとしし大作戦

イノシシの肉を

地域資源として

有効活用

TOPICS  of  HAKUI



世界農業遺産 「のと里山里海」

◆里山とは、長い間、人が農業・林業を続けながら

暮らしてきたところ

・田んぼや畑

・小川や水路、ため池

・雑木林や森や林や竹林、草地 が広がる地域

◆里海とは、人が海からたくさんの恵みを上手に

もらいながら暮らしている地域
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はくいの自然栽培の特徴を活かした地域の枠組み

スキーム図

営農・居住支援
（各種助成、
農地確保・斡旋）

経営指導
融資

のと里山
農業塾

・自然栽培理論

・圃場実習

・自然栽培農家育成

（圃場での実習）

（棚田）

普及啓発

新規就農者
移住就農者

はくい
農業協
同組合

羽咋市

環境保全型農業の確立

農
業
振
興
に
関
す
る
協
定

自然栽培の聖地化プロジェクト

地域消費
・道の駅
・店舗
・ふるさと納税
・学校給食

都市圏消費
▪店舗
・ｱﾝﾃﾅｼｮｯﾌﾟ

（都市圏での販売）

（道の駅での販売）

都市農村の
交流

・農泊

・ﾓﾆﾀｰﾂｱｰ

・農業体験受入

関係人口
づくり

（農業体験の受入）

（モニターツアー）

（はくい自然栽培米）
コシヒカリ

（自然栽培野菜）

ＪＡはくい
のと里山

自然栽培部会

・自然栽培米、
野菜の生産

・はくい式自然栽
培認証マーク使用

・農機やハウス
の安価借用

・加工品開発、
販売

自立支援

活動支援
（補助金支出）

活動支援
（貸出用農機具購入、補助金による加工品開発支援、
6次産業化用加工場新設等）

販促支援、販売先提供
（補助金による販路拡大支援等）

塾運営、研修場管理
（塾生募集、ｶﾘｷｭﾗﾑ作成、
ハウス貸出等）

栽培指導、運営事務、
6次産業化支援
（部会員相談対応等）

販促支援、販売先提供
（ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ勉強会、

JAｸﾞﾙｰﾌﾟ販路活用等）

（認証マーク）

自然栽培米
・野菜の提供
（ブランド化販

売）
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はくいの自然栽培の特徴を活かした地域の枠組み

は
く
い
式
自
然
栽
培
実
行
委
員
会

羽咋市

ＪＡはくい

のと里山
自然栽培部会

認証委員会（二者認証）

の
と
里
山
農
業
塾

①専業農家
②兼業農家
③新規就農者
（非農家）
（移住者）

④家庭菜園家
⑤都市生活者

①②③

塾修了者

生産計画
届出

圃場巡回
栽培指導

育苗 ライスセンター

稲作栽培
田植 収穫

幼保・小中学校 まちづくり会社

学校給食 道の駅 ふるさと納税

ＰＧＳグループ

農家と消費者（子ども・父
兄）、行政、ＪＡが
認証過程に直接参加する
認証制度へ
顔の見える関係づくり
「産消提携」

生きもの観察会

農業体験

食育・料理体験

農泊・圃場巡回

勉強会・圃場巡回

ＥＣサイト

ﾀﾞｲﾚｸﾄﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ

運営

ファシリティ

自然栽培
生産者

野菜・果樹

米
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◇ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）とは

住民、事業者、行政職員など、地域内外
の様々なステークホルダーが自分の立
場・領域を超えて、ともに幸せな地域の
未来の姿を描き、その実現へ向けて、み
んなで協働して取り組むチャレンジ

生産者

ＪＡはくい羽咋市

『はくい式自然栽培実行委員会』は

SDGｓ 地域のチャレンジそのもの

未来の子どもたちに豊かな食と環境をつないでいく

“自然栽培の聖地化”
地方創生の切り札に

農家所得向上で
地域をもっと元気に

はとむぎ茶 売上の寄付

自然栽培米
学校給食

『はくい式自然栽培実行委員会』

移住者促進
農家支援

ＪＡはくい自然栽培部会
のと里山農業塾

都市農村交流
農泊推進事業

６次産業化地方創生
道の駅
ふるさと納税
（農産物）

『実践 地方創生×ＳＤＧｓ
持続可能な地域のつくり方』

筧裕介 著 英治出版㈱
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9 はくいの自然栽培の特徴を活かした地域の枠組み

ＪＡが行政と連携 自然栽培農家をバックアップ

2015年11月2日 農業振興に関する協定書

2016年8月25日 農業の6次産業化に関する基本合意書

１．農産物等の販売支援
道の駅、学校給食、イベント等での利用
集出荷場、加工場プレハブの建設、加工機械の導入

２．栽培支援
自然栽培作付補助28円/㎡、農機具レンタル



10 はくいの自然栽培の特徴を活かした地域の枠組み

学校給食
2016年11月29日から本格実施

小学校6校、中学校2校、
幼稚園保育所10施設
合計 約1,500人の子どもたちへ

年間 約１．５トンの自然栽培米
を提供



11 はくいの自然栽培の特徴を活かした地域の枠組み

・「自然栽培」に固執しすぎるあまり、地域ブランド化に必要な地域消費者から
の支持が受けにくくなっており、持続的な販売基盤が確立できていない。

・満足度の低い移住者がいる。
住める賃貸空き家が少ない。

・農家の自立と市・ＪＡのサポートとのバランスの取り方が難しい。

・生産ロット、品質に課題あり。



FARM ｔｏ ＴＡＢＬＥ ～新聞記事～12



FARM ｔｏ ＴＡＢＬＥ ～新聞記事～13



農泊によるインバウンドの受入14

◆視察時期 ２０１９年１１月５日（火）

◆視察団体名 Agrar Raisen

※農業雑誌出版社agrarreisen社（スイス）
取扱の農業視察を目的とした団体。

◆参加者 スイスにて農業を営む方々

◆視察目的
特定の品種・品目にこだわらず、広く日本の
農業の現場を見学し、農業の実情等について
話を聴くことで見聞を広める。

◆人 数 15名＋１ガイド

◆視察先
砂山ブドウ園（自然栽培・種ありブドウ）
JAはくいのと里山農業塾
（自然栽培についての説明・研修圃場見学）



いい道の駅 「のと千里浜」15



ラ・クロシェット16
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